
1

１０年後の杉並区の課題整理に向けて

１ これからの時代環境

○ 少子高齢化が一層進展する。

○ 女性の社会進出が進み、保育施設など、働きながら子育てしやすい環境づくりへの

ニーズが高まる。

○ 経済のグローバル化が進む中で、世界との経済的・社会的な相互依存関係が深ま

り、地域や区民生活にも様々な影響が及ぶ。

○ 情報化が進み、区民のコミュニケーション手段が高度化・多様化する。

○ 地域の課題は地域で解決しようとする、区民の地域社会への参加意欲が高まる。

○ 景気の動向等から、区の歳入の大幅な増加は望めない。

○ 地方分権時代にあって、住民に最も身近な基礎自治体としての区の役割がますま

す重要となる。

２ 杉並区の人口・土地利用の趨勢予測から

○ 現在、東京は、臨海部の開発、鉄道の立体化、駅前の整備など各地で様々なまちづ

くりが行われており、大きく変化している。こうした中で、２３区では、江東区、港区など

東京中心部から東側の人口増加が顕著となる。

○ 杉並区の総人口は２０２０年あたりから微減の傾向となるが、大きくは変動しない（Ｊ

Ｒ中央線沿いの中野区、杉並区、三鷹市の人口は増えない見込み）。

○ 年少人口が大きく減少し、高齢者人口が増えていく（生産年齢人口は２０３０年あた

りから微減の傾向）。

○ 土地利用では、宅地・農地の減少が進む。

○ 建物では、特に住商併用系の建物が減少し、集合住宅・独立住宅が増加する。

○ こうした人口・土地利用の予測から見て、定住型住宅都市という杉並区の基本的性

格は今後も変わらない。

資料１



2

３ これまでの審議会での分野別意見の整理

（１）まちづくり・産業・環境

これまでの審議会での主な意見

１ 地域性を活かした魅力と

活力のあるまちをつくる

①今後も、定住型の住宅都市という杉並区の特性は変わらない。そ

の中で、１０年後を見据え、地域の特徴をもっと活かしたまちづく

りが必要。それによりコミュニティや地域の絆が強化できるはず。

②これからの１０年を考えた場合、若い世代を中心とした人たちにと

って、いかに転入したいと思うまちをつくっていくかが大きな課題。

③駅前周辺も個々の特徴があり、それを活かした整備を図り、魅力

を高めていく必要がある。特に荻窪駅周辺の活性化が大きな課

題。

④駅前を中心として、商店や医療・介護、行政施設等を一つのモー

ルの中につくるような、便利で安全・安心のまちづくりを進める必

要がある。

⑤活力のあるまちをつくるためには、商店街や産業の活性化が不

可欠である。

⑥高円寺では、「座・高円寺」ができたことで、地域と商店街の新た

なつながりができ、交流が進んでいる。今後も、このようなつなが

りと交流による地域の活性化を進めるべきである。

⑦新基本構想では、区全体の将来像とは別に、地域ごとにその特

徴を活かしたビジョンを盛り込んでもよいのではないか。

２ 高齢社会に対応した利

便性のある交通アクセスと

バリアフリーのまちをつくる

⑧区内は、東西に比べ南北方向の交通が不便であり、この課題解

決に向けて取り組む必要がある。

３ みどり豊かな環境先進都

市をつくる

⑨現在の基本構想の「水辺とみどりの豊かな杉並」というコンセプト

は、これからも重要な要素になると思う。また、「産業や経済のグ

リーン化」についても引き継いでいく必要がある。

⑩区内の農地や林などは、このままでは、数十年後には半減してし

まう恐れがあり、大きな問題である。

⑪これまで築き上げられてきた社会資源である杉並の人、文化、自

然を大切にし、エコで活力あるまちづくりを進めていくべき。

４ 災害に強く、犯罪の少な

い安全・安心なまちをつく

る

⑫介護サービス、医療体制のほか、安心して住めるまちということも

重要なポイントである。
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（２）福祉・医療

これまでの審議会での主な意見

１ いつまでも住み慣れた地

域で暮らし続けられる介護

基盤をつくる

①高齢化が進行する中で、高齢者が心豊かに生活できる、医療、

介護、福祉と環境インフラの整備が大きな方向性になる。

②一人ひとりの多様な個性と特性を認め合うノーマライゼーションの

まちをつくっていくべき。

③障害者自身、そして介護者の高齢化が進む中で、相互かつ全体

で助け合う地域社会をつくっていく必要がある。

２ 区民が安心できる地域

医療体制を整備する

④杉並区は、近隣自治体に比較して医療資源が少ないと思う。その

意味で、高齢者医療、高齢者介護のネットワーク化を図るなどの

対応策が必要。

⑤これからは、もっと予防医療という点に目を向ける必要がある。

⑥医療にしても介護にしても、これからは、専門施設の充実を図る

だけではなく、話し相手のボランティアなどの支え合いの仕組み

が求められる。

３ 区民の誰もが健やかに

暮らしていける福祉のセー

フティネットをつくる

⑦低所得である障害者等は、家賃が高い区内には住みにくく、介護

サービスも活用しづらい。そうした実態を踏まえた福祉施策が必

要。
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（３）教育・子育て・文化

これまでの審議会での主な意見

１ 安心して子育てができる

環境をつくる

①少子高齢化の中で、介護基盤の整備等とともに、保育施策等の

若い世代のニーズを踏まえた取組も大切な課題である。

②働く母親が地域の中で不安なく生活できるように、相互に話し合う

場を設けるなどのサポートできるシステムができるとよい。

２ 確かな学力と生きる力を

育む教育環境をつくる

③少子化が進む中で、次代を担う子どもたちの知力、体力を整えて

いく教育環境の整備が重要である。

④これからは、介護をすること、また介護をされることが当たり前に

なる社会になるため、人に優しい心を一層育てる教育が重要。

⑤１０年後に、今の子どもたちが、自ら考え積極的に地域に参加す

るような、自主性のある区民となるよう育てていくことが重要。

３ 区民の誰もが豊かに生き

生きと生活できる生涯学

習・スポーツ環境と文化・

芸術に親しめる環境をつく

る

⑥高齢者が持つ豊かな知識・経験を活用して、世代を超えた知の循

環型社会を築くことも大きな課題。

⑦高齢社会にあっては、いかに健康で生きがいを持って暮らしてい

くかが大事であり、そのためにはスポーツ環境の充実が必要。

⑧これまでの文化・芸術施策は、抽象的なことが多く、あるいは芸術

家を保護する形が多かったが、時代の変化を踏まえた新しい文

化・芸術施策のビジョンを検討すべき。



5

（４）行財政運営・協働

これまでの審議会での主な意見

１ これからの行財政運営の

あり方

①基本構想では、一生を杉並で過ごし、そこで終えたいと思えるよう

なビジョン、区民等との共通の目標として提示できるとよい。一方

で、経営感覚のある構想とすることが重要。

②行財政改革の推進や財政規律の確保については、引き続き取り

組んでいくべきテーマである。

③高齢化の進展等の中で、様々な課題を抱えている方を区全体で

きちんと支えていくためには、余裕のある人がそれなりのチャリテ

ィーをする必要があるのではないか。

２ 協働の地域社会形成の

あり方

④これからの時代は、協働の地域社会づくりがより重要なテーマと

なる。また、時代の変化を踏まえて、区の役割を明確化することも

必要。

⑤協働の地域社会づくりに参加意欲のある区民が多い中で、これを

どうコーディネートし、「新しい公共」を築いていくのかが大きな課

題となる。

⑥ボランティア活動等を通じて、世代を超えた支え合いを拡げ、地域

全体の活性化を図る必要がある。

⑦区民との協働を進めるためには、区民の地域への愛着や、自ら

暮らすまちのことであれば協力するといった気持を活かしていくよ

うにすべき。

⑧今後も、定住型の住宅都市という杉並区の特性は変わらない。そ

の中で、１０年後を見据え、地域の特徴をもっと活かしたまちづく

りが必要。それによりコミュニティや地域の絆が強化できるはず。

（１－①再掲）


